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3　岡山県の水産業

漁船がたくさんつながれた下津井港

1　 豊かな海

漁かく量の多い港

笠岡港

寄島港
下津井港

胸上港

朝日港

牛窓港

日生港

虫明港

　岡山県の海は，瀬戸内海の中

央部にあります。海岸線は，み

さきや入り江が多く，その中に

大小80に近い島々があります。

　水深は，20メートルくらいまでの浅い海がほとんどです。海底は

起伏がはげしく，ふくざつで，藻場（海草の多い場所）や浅瀬・干

潟がいたるところにあります。そのため，魚のすみかや卵を産む場

所として適しており，魚のよく育つ場所にもなっています。

　こうしためぐまれた地形を利用して，入り江や湾に27の漁港が

つくられ，沿岸漁業の基地となっています。

　このように，水産業をすすめていくのにめぐまれている岡山県

では，むかしからいろいろな漁法を考えて，水産業がさかんにお

こなわれてきました。

　そこで，県内の水産業のようすや漁業にたずさわる人々の工夫

や努力について調べてみましょう。

ゆた

せ と ない かい

かいてい

き ふく も ば あさ せ ひ

がた

てき

え わん ぎょ こう

えんがん き ち



54

　むかしから，底びきあみ，一本づり，さしあみ，つぼあみ，は

えなわなどのいろいろな道具を使って，魚をとる漁業がさかんに

おこなわれていました。しかし，近ごろは，昔ほど魚がとれなく

なったので，育てる漁業に力を入れています。

　養しょくは，計画的に育てることができるので，収入がわりあ

い安定しているというよさがあります。県内の海岸の近くには，

たくさんの養しょく場をみることができます。

　岡山県の海は，入り江が多く，波が静かなので，かき，のり，わか

め，ひらめなどの養しょくに向いています。育てる漁業は，岡山県の

漁業生産額の約３分の２以上をしめるようになってきています。

（1）とる漁業と育てる漁業

漁業で働いている
人の数

動力漁船の数

1,658人

1,473せき

かきの養しょくいかだ
〈平成25年現在〉

育てる漁業
62億円

とる漁業
25億円

海の漁業生産額（87億円）〈平成25年現在〉

主な漁かく金額（海）〈平成25年現在〉
＜平成24～25年 岡山農林水産統計年報 中国四国農政局統計部＞
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＜2013年漁業センサス（5年ごとに、全国一斉に実施）より＞
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あゆ あまご にじます

　岡山県には，３つの大きな川があります。たくさんの支流をもち，

水量やえさが多いので，魚がたくさんいます。

　清流にあゆを求めてつりをする人の姿は，夏の風物詩になって

いるほどです。あゆは，わたしたちの生活に古くからとけこんで

いる川魚です。

　昔にくらべ，海から川へさかのぼってくる稚あゆが減ったの

で，琵琶湖産の稚あゆを買ってきて放流したり，県内で稚あゆを

人工生産して，放流したりして，あゆが少なくならないように努

力しています。

　また，あゆのほかにもあまご，にじます，こいなどの魚も養し

ょくされています。

（2）川の魚

あゆの稚魚 稚魚の放流
ほうりゅう

し りゅう

すがた ふうぶつ し
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ち

こ ほうりゅう

ちぎょ ちぎょ
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　岡山県内では，おもに，小型底びきあみ，小型定置あみ（つぼ

あみ），流しあみなどの漁がおこなわれています。

　ふくろのようになったあみを海底につけて,ひきながら魚介類

をとる漁法です。おもには，ひらめ，かれい，えび，しゃこ，あ

なご，たこ類がとれます。

（1）とる漁業

小型底びきあみのしくみ 底びきあみ漁船

あみをなおす平野さん

2　漁業にたずさわる人々のくらし

小型底びきあみ

小型定置あみ（つぼあみ）

　瀬戸内市牛窓の海の中から，たくさんのぼうがのぞいています。

つぼあみといって，島の周りや海岸沿いの海の中にぼうをたててあ

みをはり，入ってくる魚をとる漁法です。近くのつぼあみ漁をしてい

る平野さんは，次のように話しています。

　「多い人はつぼあみを5か所ももって

いますが，わたしの家は，1か所だけで

す。つぼあみは1年中同じ場所にはって

おき，午前4時半ごろに魚をとりに行

き，６時ごろには港に帰ります。」

うし まど

ひら の
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つぼあみのしくみ

　さらに，平野さんは，「魚は，あみにぶつかると，あみにそって

すすむくせがあります。この性質を利用して，魚の通り道をあみで

さえぎり，魚をうまく袋あみに追い込んでいきます。袋あみをあげ

たとき，たくさん魚が入っているととてもうれしいものです。」と

話していました。

　しかし，藻や小さな生き物の死がいなどがつくと，あみの目がつ

まり，海水が流れなくなり，魚がとれなくなります。特に夏の間は

つまりやすく，1週間に1回ぐらい，冬でも，3週間に1回ぐらいあみ

を上げてほすそうです。

　また，笠岡の海の深い所では，ぼうのかわりに，うきだるを使っ

ているそうです。

くろだい すずき えび
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　岡山近海の瀬戸内海では，5月から6月にかけてさわら漁，7月

から8月ごろにかけてまながつお漁がさかんになります。

　午後10時ごろ，豊田さんの漁船が港に帰ってきました。休むひ

まもなくとろ箱に魚をつめ，次の日の朝，せりにかける準備をし

ています。

　次の日，潮の様子をみて，午後5時に漁に出ました。犬島の沖

までくると，たくさんの船があみをおろしていました。となりの

船のあみとからまないように少しはなれたところで，豊田さんは

船をゆっくりと進めながら，およそ500メートルのあみをていね

いに海におろしました。2時間ほどして，あみをあげにかかりま

した。船のライトにキラキラ光るものが見えます。まながつおで

す。あみにかかった魚が少なかったので，場所を変えて，豊田さ

んは，2回目のあみを海に入れました。今度は，たくさんのまな

流しあみのしくみ さわらの引きあげ

流しあみ
まながつお

とよ た

とよ た

りょう

じゅん び

しお りょう いぬじま おき
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漁場へむかう漁船 魚を港へおろす漁船

がつおがあみにかかり，魚をはずす豊田さんの

手もとてもかろやかでした。午後9時をまわっ

たところで，港に向けて帰りました。

あみをととのえる豊田さん

0時 2時 4時

午前 午後
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流しさしあみ漁の１日

　瀬戸内市邑久町虫明では，海の

中にいかだのようなものがたくさ

んあります。かきいかだというか

きの養しょくに使うものです。か

きの収かく量も，かきいかだの数

も，かきを養しょくしている人の数も，このあたりが岡山県で多

① かきの養しょく

（2）育てる漁業

かきの収かく

むしあけ
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かきが取れるまで

邑久町漁業協同組合の笘田さんの話

2月ごろ
たね付けの準備

3月から4月中ごろ
たね付け

4月から9月まで
海に入れてかきを養しょくする

9～3月中
かきの収かく かきむき ふくろづめ

9～３月終わり

　かきの養しょくを始めて，安定した収入が入るようになりました。かきは，え

さをやらなくてもいいので，ほかの養しょくに比べて，手間はかかりません。し

かし，台風がきて，大きな波がくるとか

きが落ちたり，海水の温度が高くて育た

なかったりするので，いつもかきがじょ

うぶにたくさん育ってくれることを考え

ています。秋から冬にかけての取り入れ

は，寒くてたいへんなのですが，質のよ

いものがたくさん取れたときは，とても

気持ちのよいものです。

市

　場

いところです。また，岡山県のかきの収かく量は，広島県につい

で第２位です。

て ま

とま だ
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② のりの養しょく

　のりの養しょくをしている竹田さんは，10月になると，岡山

市南区小串の港から，毎日海に出て，半日以上のりを見てまわり

ます。天候によって変化するのりの成長のようすを見ているので

す。11月10日ごろから，のりのつみとりが始まると，午前5時に

は出港します。

学習ノート

たけ だ

こ ぐし

てん こう
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のりができるまで

のりの収かく11月～3月 のりの機械のりの種つけ　10月 のりあみ

　午前8時半ごろ港に帰ってきた竹田さんは，さっそく船からポン

プで，海水といっしょにつみとったのりを貯蔵タンクへ送ります。

　海水でのりをよくあらった後に，専用の機械にかけて小さく切りま

す。それを，水道の水であらい，「調合機」にかけてから「すき

機」に入れると，脱水・乾燥までされて，のりとなります。

　最近では，より質のよいのりに仕上げるために，「異物除去機」

という新しい機械を使って，エビなどの余分なものを取りのぞい

ています。

　こうして，つみとってきてから7時間かかって1万枚ののりがで

きます。それを「選別機」でより分け，100枚ずつたばにします。

これらの作業はほとんど機械がしてくれます。

　この間，竹田さんのおくさんは，機械の調子をじっと見ています。

　昭和50年代に入って，全自動の機械が使われるようになると，

漁場の大きな漁業協同組合は，たくさんののりをつくり出すよう

になって，のりはあまるようになってきたそうです。

　そこで，竹田さんは，のりをたくさんつくるよりも，品質のよ

いものをつくるように努力しています。

ちょ ぞう

ちょうごう

ちょうし
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い ぶつじょ きょ き
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　最近，瀬戸内海では，魚が少なくなってきました。そこで，魚

が住みつきやすくするためにコンクリートブロックや石を海にし

ずめたり，海草を育てたりしています。また，魚やかにの卵を人

の手でかえし，稚魚を海や川に放流し，自然の中で大きくしてか

らとる栽培漁業も進んできています。今までのとるだけの漁業か

ら，水産資源をふやしながらとる「つくり育てる漁業」への努力

もおこなわれているのです。

3　これからの漁業

魚・かにの種苗生産

岡山県農林水産総合センター水産研究所（瀬戸内市）

種苗生産や中間育成ってな～に？

　これからの漁業のことを調べるために，わたしは瀬戸内市牛窓町

にある岡山県農林水産総合センター水産研究所を見学しました。

　魚や貝はたくさんの卵を産みますが，ふ化してもすぐに食べられたり，餌を

見つけられず，ほとんどが生まれて10日以内に死んでしまいます。種苗生産

は，人工的に安全な場所で，十分な餌を与えて，たくさんの稚魚を生産するこ

とです。また，中間育

成は，放流後の海での

生き残りを増やすため

に，より大きく育てる

ことです。

しゅびょう
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水産研究所の人のお話
　水そうの中をよく見てごらん。小さな魚が泳い

でいるでしょう。卵の時からよい環境をつくっ

て，たくさんの稚魚を育てているのです。

　えびやかには，短い期間で大きくなるので，育

てるのに都合がよいのです。また，おにおこぜ

は，おいしくて人気があることから栽培漁業に適

しています。海へ放したおにおこぜが，たくさん

とれた話を聞くと，とてもはげみになります。

栽培漁業のしくみ

放　　流
育てた稚魚を海に放す

中間育成池
稚魚を大きくし，

海で生きていける力を育てる

水産研究所
魚などを卵からかえす 卵の時からよい

環境をつくって，
たくさんの稚魚を
育てます。

人工魚しょう

岩　場
石を沈め

住み家をつくる。

栽培漁業のしくみ

中間育成池
陸上
（埋め立て地）
円型プール
直径10m

かん きょう

ち ぎょ
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　岡山県では，元気でじょうぶな稚魚の大量放流や，音とえさで

魚を集めて飼い慣らす技術を使って，海洋牧場づくりなどをすす

めています。さらに，藻場づくりや稚魚を保護する施設の設置を

おこない，小さな魚はとらないようにするなど，育てる漁業を発

展させていきます。

これからの計画

バイテク研究所

養殖実験場

稚魚をつくる工場

稚魚を放流するまで
育てる工場

魚を音で集めて
かいならす施設

稚魚放流

海洋牧場

魚の住家

魚を集める施設

観測ブイロボット
（海のようすを調べる）

カキ養殖作業基地

人工干潟

稚魚放流

中間育成場

中間育成池
陸上（埋め立て地）
円型プール
直径10m

ち ぎょ

か な

ち ぎょも ば ほ ご し せつ せっ ち

ようしょく
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学習ノート

　これらのことをすすめることで，漁業がさかんになり，私たち

も新鮮でおいしい魚がもっとたくさん食べられるようになるでし

ょう。

も場

つ
く
り
育
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る
将
来
の
漁
業

しん せん


